
 

 

 

 

 

 

 

 

 1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

収入ですが、対前々年比で８月は４３．７％、９月は２１日までで４１．１％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

ご利用については、山陽新幹線は対前々年比で８月は３１％、９月は２９％、近畿圏では８月は５９％、 

９月は６０％です。 

８月、９月とも緊急事態宣言下にあり、ご利用状況は低調に推移しています。 

新型コロナウイルスの新規感染者数が減少傾向にあると共に、９月末には国民の６割近くがワクチン接

種を２回終える見込みと聞き及んでいます。 

また、行動制限の緩和についても検討されており、今後の経済活動の回復に期待しています。 

我々としても、引き続き感染対策を実行しながら、安全・安心な輸送の提供に努めていきます。 
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２.山陽新幹線の保守基地新設 

【山陽新幹線の保守作業の現状】 

新幹線の高速走行を支える保守作業は、営業列車の運転が終了し、翌朝、運転を開始するまでの限られた

夜間の時間で実施しています。現在、山陽新幹線沿線には１３カ所の保守基地があり、そこから保守用車が

出入りして作業を行っています。 

保守基地を設置している間隔は平均４０キロ程度ですが、保守基地から作業現場までの距離が遠くなる

ほど、移動に時間がかかるため、一日あたりの保守用車による作業時間をいかに確保するかという課題があ

りました。 

そこで今回、隣接する保守基地間の距離が約８２キロと最も長い姫路～岡山間に、保守基地を新設するこ

ととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新設する保守基地の概要】 

保守基地の名称は「帆坂保守基地」とし、１０月１日から運用を開始します。 

主な設備として、クレーン設備やバラスト積込み設備、検修庫などを設置しており、他の保守基地と同様

に、幅広い作業に対応することが可能となっています。 

なお、保守基地の新設は１９７５年の山陽新幹線全線開通後、初めてのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【保守基地新設による効果】 

 帆坂保守基地の新設による効果は３点あります。 

１点目は、効率的な保守作業が可能になるという事です。移動に要する時間の短縮効果が最も大きい場合 

で、従来の作業時間約６０分と比べ、３倍となる約１８０分の作業時間を確保することができます。 

これにより、大型保守用車を有効活用することで、保守作業の効率を高めることが出来ます。 

２点目は、新幹線の安全・安定輸送の確保です。 

自然災害などが発生した際、この保守基地が点検・復旧のための拠点となり、早期運転再開が可能となり

ます。 

また、地震対策においても「逸脱防止ガード」の敷設が進みやすくなり、地震による減災対策を図ること

が出来ます。 

最後に３点目ですが、保守用車を活用することで、人による作業が軽減され、労災防止や保守作業従事者

の労働環境の改善につながります。 

ＳＤＧｓの観点からも、計画的かつ効率的に地上設備更新や地震対策などを実施することにより、社会イ

ンフラを担う責務を果たすとともに、サプライチェーン全体の働きやすい環境を提供していくことにつな

がるものと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３.WESTERを通じたサービス改革 

  

【WESTER・ICOCAを中心とした新たなサービスの実現】 

 新型コロナウイルス感染症の拡大により、デジタル世界が広がる１０年先の未来が急に訪れた状況であ 

り、変化に対応する力を身につけ、これまでとは抜本的に違った事業構造改革、サービス改革を実現しなけ 

ればならないと考えています。 

グループデジタル戦略に基づき、「ＷＥＳＴＥＲ」や「ＩＣＯＣＡ」を中心に、各種予約サービスや、社

外の様々なサービスとのつながりを深めます。 

そして、「個」に応じたお客様の移動や生活、観光を便利にするサービスの実現により、当社グループを

ご利用いただく機会を増やすことを目指しています。 

本日は、デジタル空間におけるお客様接点を担うＷＥＳＴＥＲについて、これまでの取り組みと今後の展

開についてご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お客様に寄り添うサービスの迅速な実現と多様な連携拡大】 

現在、ＷＥＳＴＥＲを通じて、お客様の様々なニーズやコロナ禍での環境変化に速やかに対応したサービ

スの拡充を進めています。 

また、他の鉄道会社の駅情報に関する連携を進め、シームレスな移動のサポートにも取り組んでいます。 

さらに、最近では、京都サンガやＵＳＪと協業して、出資先であるギックス社と連携したＡＩスタンプラ

リーを企画しています。 

このように、ＷＥＳＴＥＲを通じて、様々なサービスを多様なパートナーと連携し、提供することで、お

客様により便利で楽しく、おトクに移動やお買い物、観光をして頂くことを期待しています。 

これらの取り組みを、西日本エリアを中心に広げていくことで、移動・生活の中で当社グループもご利用

いただく機会を増やし、地域とともに成長していきたいと考えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【WESTER アップデート～ICOCA残高表示機能など～】 

そして、より「便利に」「身近に」ＷＥＳＴＥＲをご利用していただけるよう、様々な取り組みを展開して

いきます。 

まず、アップデートの内容です。 

お持ちのＩＣＯＣＡをスマホの後ろにかざすだけで残高を確認できる「ＩＣＯＣＡ残高表示機能」を追加し

ました。これにより、事前にご確認頂くことで、ＩＣＯＣＡを安心してスピーディーにご利用頂けます。 

そのほか、乗り過ごし防止に役立つ「乗降アラーム機能」も追加するなど、ＷＥＳＴＥＲをより「便利に」

「身近に」ご利用頂けるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【移動も生活も、様々なパートナーとつながる WESTER】 

さらに、様々なパートナーとの連携を強化します。 

ＪＲ東日本との時刻表やバリアフリー設置状況などが確認できる駅情報連携や、ＪＲ東日本の北陸新幹

線各駅及びＪＲ九州の九州新幹線各駅について、両社が提供している列車走行位置情報をＷＥＳＴＥＲで

表示できるようにするほか、１０月には京阪ホールディングスなどと、奥京都エリアを舞台にしたＡＩスタ

ンプラリーを共同企画しています。 

お客様に楽しく回遊いただく仕掛けを通じて新たな需要の創出に挑戦し、地域の活性化にもつなげてい

きたいと考えています。 

ＷＥＳＴＥＲを通じ、多様な交通事業者との連携を広げ、日本版ＭａａＳの一翼を担うことにより、様々

なお客さまとつながり、お客さまの移動ニーズにお応えし続けていきたいと考えています。 

また、セブン銀行とも連携し、ＷＥＳＴＥＲと連動してセブン銀行ＡＴＭでのＩＣＯＣＡチャージキャン

ペーンを実施します。 

交通だけでなく、生活の中でもＩＣＯＣＡを利用して頂き、ＩＣＯＣＡやＷＥＳＴＥＲが日常生活に寄り

添える存在になることを目指します。 

このような取り組みを迅速に進めることで、お客様と常につながり、対話し続け、一人ひとりの移動や生

活ニーズに応じたサービスにお応えできるアプリに進化させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜次世代モビリティサービス実現への挑戦＞ 

最後に、ソフトバンク株式会社様と当社による共同開発プロジェクトについてです。 

昨年３月に自動運転技術を用いたＢＲＴの開発を開始することをお知らせしたところですが、この度、専

用テストコースが完成し、自動運転と隊列走行技術を搭載した専用車両による実証実験を開始することと

なりました。 

これは、人口減少や少子高齢化、労働力不足、カーボンニュートラルなどの社会課題がある中においても、

お客様・地域の皆様の安全で豊かな暮らしを支え続けていくために、オープンイノベーションで新たなモビ

リティサービスを構築していくという、挑戦的な取り組みです。 

今後、このモビリティサービスを社会実装していくために、２０２３年の技術確立を目標に実証実験を重

ねていきます。 

当社営業エリア内外を問わず、地域のまちづくりや観光振興策、ＭａａＳの取り組みと連携しながら、本

モビリティが適している場所への導入を、皆様と一緒に目指していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


